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自己紹介

• 1956年生まれ（68歳）

• 出身地 南相馬市原町区下太田

• 1974年 東北電力入社

• 2008年 東北電力退社（早期）

• 2009年 認定農業者取得

• 2010年 南相馬市議会議員（2期）

• 2017年 農事組合法人あいアグリ太田設立



東に太平洋、西に阿武隈高地があり、
自然が豊かで、歴史文化の息づく街です
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南相馬市は福島県の北東部で太平洋に面しています

原発までの距離は ８～４０ｋｍです



南相馬市は農業の一次産業を基盤とし、
数々の文化遺産を守り続けるこの地の中心的な都市です。

農業

文化遺産



http://blogs.yahoo.co.jp/ta1tataro/6874406.html

放射能による土壌汚染マップ （出典：文部科学省 2011年9月データ）

原発から北西方向に
放射性物質が
拡散しました

http://blogs.yahoo.co.jp/ta1tataro/6874406.html


★

警戒区域

計画的
避難区域

http://www.city.minamisoma.lg.jp/mpsdata/web/5248/kuikizu_kaizyomae.pdf

南相馬市太田地区とは・・・

太田地区



「太田地区災害対策本部」時系列

平成２３年（2011年）

3/11 14：46地震発生

3/12 「太田地区災害対策本部」設置 15：36 1号機水素爆発
3/13 20Ｋ内 避難指示発令 中学校へ避難移動（避難者450名）
3/14 11：01 3号水素爆発
3/15 6：00 4号機爆発 15：00 2号機爆発音
3/15 原町第三中学校から30Ｋ圏外の旧相馬女子高に移動
3/16 南相馬市民自主避難誘導発表
3/18 市災害対策本部にて「自宅生活市民の避難計画」発表
3/19・20 バス避難誘導
3/25 最終バス避難誘導
3/25 自警団・食料支援ボランティア組織結成

（自警団35名、食糧支援24名）
4/22 屋内退避→緊急時非難準備区域に変更 
4/25 ボランティア組織解散（太田地区災害対策本部主体に戻る）

7/1 太田地区各種団体役員による「太田地区復興会議」設立



■目的

従前以上の魅力ある太田地区を一日も早く回復し、母なる太田川を護り、

潤いと活力・次世代を担う子供たちの笑顔を取り戻し、太田地区民全員

が安心して戻れる太田地区復興のため活動を展開する。

■基本理念

（1） 私たちの地域は私たちの手で保全し護（防衛）っていく。

（2） 地域の課題は地域協同（力・心を合せ）で解決する。

（3） 地域で解決できないことは行政や民間事業者と一緒に解決する。

太田地区復興会議 2011年 ７月 １日

太田地区の復興に向けた考え方



「野馬追いの里ひまわりプロジェクト」放射線量事前測定

太田神社





太田地区線量マップ
線量の比較 地上 １ｍ

2011年７月 測定 2012年９月～12月 測定



太田地区線量マップ
2013年作成

9月～10月 測定
地上1ｍ



2012年6月～7月





2013年太田地区（太田神社西側）
実証田(11ha)・ひまわり（24ha)



2013.05.17中太田実証田（田植え）





★開会式の様子



2013年7月27日











調査結果の概要



国・県は土壌と特定！しかし

• 国・県は土壌の特性を主たる要因としているが、春先
の耕起から収穫まで管理した内容から、東電の廃炉
に伴う瓦礫処理時の放射性物質での汚染や水の要因
は払しょくできない。



【農地再生への取り組み活動】

・太田地区では震災直後から区長会やまちづくり委員会
を中心に、地域の農業復興にいち早く取り組んできた。

・2014（Ｈ26）年2月、「地域復興基盤総合整備事
業」への取組み決定、2015年から事業開始。

・2015（Ｈ27）年11月、地域の若者や女性が中心と
なり「太田地区アグリパーク構想〔企画書〕」を作成。
地域一体となり農地を守っていく意思を確認。

・2016（Ｈ28）年2月、太田地区の「地域の農業は自
分たちで守る」の理念のもと集落営農組織「農事組合法
人あいアグリ太田」を立ち上げ活動を開始。



企業概要
社名 農事組合法人 あいアグリ太田

所在地 〒975-0041 福島県南相馬市原町区下太田字榎町16番地

代表者 代表理事 中山 孝信

設立年月日 2017年（平成29年2月1日）

資本金 910万円（設立時210万円）

売上高（2024年） 4,946万円

従業員数（2025年2月末現在） 10人(組合員7人、パート事務員2人、会計1人)

事業内容 農業（水稲・大豆・玉葱・ニンニク・カボチャ）
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企業理念
輝く環境と夢を未来の子供たちに！
地域の農業は自分たちで守る

沿革

Ｈ29年2月  農事組合法人あいアグリ太田設立
   Ｒ2年9月 乾燥施設及び格納庫一式建設
   Ｒ4年1月    事務所建設

Ｒ4年2月 所在地を現住所に移転
R5年9月 南相馬市園芸施設整備事業採択
Ｒ7年7月 南相馬市園芸施設整備事業着工
Ｒ8年4月 南相馬市園芸施設運用開始



2016年あいアグリ太田設立
• 2016年（Ｈ28）任意組織として活動開始。

• 2017年（Ｈ29）「農事組合法人あいアグリ太田」設立。
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取組①有機農業への取り組み

太田地区の農地再生への取り組み

環境にやさしい農業を目指して

• 令和元年から取り組むも、育苗培土の問題が発生。

• 令和3年度から新たにスタート

• 令和5年3月22日有機JAS認証取得

• 令和6年3月4日Ｊ-GAP認証取得



有機JAS認証取得・Ｊ-GAP認証取得



取組② スマート農業



取組②-1 両正条植え技術（有機）



取組⑤ 収穫祭の開催
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・毎年11月23日（勤労感謝の日）に開催。地元の女性にお手伝いを依頼するなど、

近隣の住人はもとより、小・中学生や父兄を巻き込んだ地域コミニュテイ構築に取
り組んでいます。

・有機米や特栽米など安全・安心なお米を提供しながら、女性や若者の農業への
関心を高める役割も果たしています。



取組②-2 アイガモロボ

アイガモロボの仕組みは、除草ではなく「抑草」。 ロボットが水田

全体を縦横無尽に走り回り水を濁らせることで、雑草の光合成が
妨げられ生育が抑制されます。 これにより、従来の方法と比較し

て機械除草の回数を削減できる、より効率的でスマートな雑草対
策です



2024年
24ロボ＋機械除草圃場

2025年
小学・ベトナム手植え

24ロボ＋田車除草

24ロボ

2024年
両正条化田植え

23ロボ２台＋機械除草圃場
2025年

両正条化田植＋機械除草

2024年
両正条化田植え

機械除草（県試験区）
2025年

両正条化田植＋機械除草

2024年
23ロボ２台＋機械除草圃場

2025年
両正条化田植え

23ロボ・24ロボ＋機械除草
（あいアグリ）

2025
あいアグリ太田様

ロボ配置図

藤沼圃場
（自然）

23ロボ

水田ファーモ



取組③ 各種研修の受け入れ

36

• 持続可能な農業構築のため、耕種農業と園芸ハウスによる複合的経営に取組
み、研修会や現場見学会を通じて地域での周年雇用や若者や女性による地域
のリーダーを育成し、組織的に農業を行う環境を整えてきた。



取組④ 外国人との共生モデル事業
• 令和4年から、地域の外国人住民参加による、地域住民と共に安心して

生活できる、「多文化共生社会」の実現に向けた取り組みを行っている。



取組④-1 文化祭・運動会への参加



取組④-2 地域防災訓練・新年会



取組④-3 農業体験研修など
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取組⑤ 農福連携への取組
• 令和4年から農福連携に取り組んでいる。
• JAグループ・福島県授産事業振興会や地元福祉施設と連携し取り組んでいる。
• 田植後の苗箱や玉葱トレイ洗浄、玉葱収穫時の除草作業などの作業を依頼。
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取組⑥ 地域学校協働事業
• 令和3年から、地域の特性を生かし、学校では学べない地域

資源を生かした体験学習を始めた。
• 米作りを通じた「食育」などの体験実習を行い、社会性など、

いわゆる「生きる力」を育む実践を行っています。



取組⑥-1 農業体験会（田植え）



取組⑥-2 農業体験会（稲刈り）



取組⑥-3農業体験会（稲刈り）



取組⑥-4 農業体験会（脱穀）



ご清聴ありがとうございました

農事組合法人あいアグリ太田

奥村 健郎

令和7年3月12日（水）
浪江町防災交流センター
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